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はじめに

世界経済フォーラムが毎年発表する「世界のリスク」は、気候変動リスクなどの環境問題が社会経済
に極めて深刻な影響を及ぼすと警告しています。そしてパリ協定に象徴されるように、世界は持続可能
な社会の構築を目標に、社会経済システムの大転換を決意し着実に取り組んでいます。
こうした状況の中、環境マネジメントシステム(EMS²)の期待は、紙・ごみ・電気などの環境負荷の

削減といった限定的な環境への取り組みを管理する手法から、本業を通じた環境への取り組みにより、
事業者自ら社会の持続的な成長を実現する環境経営を推進する手法へと変化しています。

当社は2016年４月にエコアクション21認証を取得し、事業活動に伴う環境負荷の低減に努めると
ともに、事業を通じた環境貢献の取り組みに力を入れてきました。当社の事業活動は環境問題と密接に
関わっており、TOYOPETグリーン基金やグリーンキャンペーンといった環境貢献活動を行っている企
業の社員として環境問題解決に積極的に取り組む事が責務であると考えています。エコアクション21の
取り組みも10年が経過し、拠店訪問による状況確認を行う中でエコアクションに対する意識の高まりを
年々感じております。

2021年度からの取組みとしてEA21環境事務局では、事務局員と店長・サービスマネジャーが他店舗
へ赴く「拠店監査クロスチェック」を行っております。これは他店での管理の仕方や、役割分担など店
舗間での情報共有に役立っております。

近年ではＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）という言葉が広まり、国や政府だけでなく我々のような
企業でも「ＳＤＧｓにどう取り組んでいくのか」考える時期になってきたと言えます。 社員一人ひとり
が「ＳＤＧｓ」に代表される環境活動に意識を向け、エコアクションについても自分事として
捉えて、意識しながら働けるよう継続的な意識向上に努めてまいります。

山形トヨペット株式会社
エコアクション２１環境事務局
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基本要件

認証・登録範囲

認証・登録番号 ： 0011214

認証・登録年月日 ： 2016年4月27日

更新・登録年月日 ： 2024年4月27日

認証・登録事業者名 ： 山形トヨペット株式会社

対象範囲 ： 山形トヨペット株式会社

※テックセンター及びコインランドリーは、対象外となっておりますが、

2027年度に拡大審査を行い全組織・全活動といたします。

環境管理責任者

総務部長 飯野 睦巳

環境事務局

担当者 総務部 佐藤 寿彦

総務部 浦山 真奈美

連絡先 023-634-7501

URL https://yamagata-toyopet.jp/ 

環境活動レポートの対象期間と発行日

活動対象期間 ： 2025年4月1日～2026年3月31日

発行日 ： 2026年6月30日

編集方針

当社のエコアクション21活動報告である本レポートは、当社の活動実績を取引業者・

お客様へと広い範囲で報告する情報開示ツールとして活用すると同時に、環境経営

の改善・向上に向けて社員一人ひとりが環境活動の重要性を理解し、意識的に活動

する事を目的として発行しています。

山形トヨペット株式会社
EA21 PDCＡ
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環境経営方針

＜基本理念＞
私たちは、「お客様目線を大切にした」活動で、「地域のため社会貢献を継続」し、「社員にもや

さしい会社」となる為にも、環境問題への対応を重要課題と位置づけ、自動車販売・自動車整備など
のすべての事業活動を通じて、環境負荷の低減に取り組み改善します。
美しい地球を次世代に残すために、法令等を遵守し、廃棄物、リサイクル、省エネ問題を直視して
環境経営の継続的改善を行い、持続的発展が可能な循環型社会の実現に貢献します。

＜行動指針＞

1.地球温暖化防止のため、二酸化炭素の削減に取り組みます

2.資源の有効利用のため、自ら排出する廃棄物の削減に取り組みます

3.水資源の有効利用のため、節水に取り組みます

4.グリーン購入を推進します

5.環境関連法規等を遵守します

6.TOYOPET グリーン基金をもとに地域の環境保全活動を支援していきます

7.エコカーの更なる普及に努め、環境にやさしい会社を目指します

8.リサイクル部品の使用を推進します

9.環境保全に繋がる保険商品やサービスの提供を行います

制定日：2015年4月2日

最終改定日：2025年3月31日

山形トヨペット株式会社

代表取締役社長
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について

事業活動概要

名称 山形トヨペット株式会社

本社所在地 山形県山形市飯田西五丁目5番2号

代表者名 代表取締役社長 鈴木 政康

設立 1956年8月

資本金 8,000万円

売上高 189億5,957万円(2026年3月期)

従業員数 308名（2026年5月1日現在）

事業内容 新車販売、中古車販売・買取、自動車整備・自動車部品用品販売

自動車リース、各種損害保険代理店業務、

生命保険の募集に関する業務

主要販売実績 新車販売（除軽） 3,302台 （トヨタ・レクサス合計）

中古車販売 2,677台 〃

車検整備台数 12,915台 〃

店舗 ＜トヨタ事業＞

・サンパルテ本店 ・東バイパス店 ・西バイパス店

・天童店 ・寒河江店 ・村山店

・新庄店 ・酒田中央店 ・鶴岡店

・米沢店 ・南陽店 ・長井店

＜レクサス事業＞

・レクサス山形

関連会社 仙山テクノクラフト株式会社

天童工場 米沢工場 庄内工場
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作成者：EA21事務局
作成日：2018年1月12日
改訂日：2026年6月1日

山形トヨペット株式会社

山形トヨペットEA２１組織図

サンパルテ本店 押野店長 安彦MG 天童店 阿部店長 後藤MG 酒田中央店 釼持店長 渋谷MG 米沢店 澤根店長 迎田MG

東BP店 市川店長 熊谷MG 寒河江店 斎藤店長 佐竹MG 鶴岡店 金山店長 須藤MG 南陽店 田制店長 佐藤MG

西BP店 松田店長 原田MG 村山店 中村店長 八矢MG 長井店 鹿間店長 岡崎MG

レクサス 齋藤GM 沖津WL 新庄店 秋保店長 佐藤MG

佐藤課長
浦山係長

【山形地区　推進メンバー】 【村山地区　推進メンバー】 【庄内地区　推進メンバー】 【置賜地区　推進メンバー】

EA２１代表者
鈴木社長

内部監査
佐々木室長

営業本部長
髙橋常務

管理本部長
本間部長

EA21事務局：総務部

（環境管理責任者）

飯野部長
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作成者：EA21事務局
作成日：2018年1月12日

環境経営システム　役割・責任・権限表

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任。
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。
・環境管理責任者を任命。
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認。
・代表者による全体の評価と見直しを実施。
・環境活動レポートの承認。

内部監査：CSR推進事務局 ・定期委員会の開催。（監査結果のヒアリング）
・改善が必要な事項に対する是正指導及び、改善の確認。
・監査結果及び是正措置等の代表者への報告。
・内部監査計画の策定。
・内部監査を上記計画に沿って実施し、内部監査委員会に報告。
・内部監査の結果に基づき改善項目の進捗状況を確認。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。
・環境目標・環境活動計画書を確認。
・環境活動の取組結果を代表者へ報告。
・環境活動レポートの確認。

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。
・環境目標、環境活動計画書原案の作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成。
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと
  地域事務局への送付）

部門長・店長・環境担当者 ・自部門における環境経営システムの実施。
・自部門における環境方針の周知。
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。
・特定された項目の手順書作成及び運用管理。
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練の実施、記録の作成。
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

担　　　当 役　割　・　責　任　・　権　限

山形トヨペット株式会社



1,616,499 kg-co2/年 84.7%

▲ 292,511 kg-co2/年 ○

840,087 kg-co2/年 118.7%

＋ 132,133 kg-co2/年 △

35,773 kg-co2/年 111.8%

＋ 3,778 kg-co2/年 △

571,832 kg-co2/年 59.2%

▲ 393,620 kg-co2/年 ○

96,221 kg-co2/年 78.3%

▲ 26,660 kg-co2/年 ○

72,587 kg-co2/年 91.3%

▲ 6,928 kg-co2/年 ○

60,863 kg/年 109.4%

＋ 5,246 kg △

435,678 kg/年 96.1%

▲ 17,880 kg ○

16,570 ㎥/年 105.1%

＋ 805 ㎥ △

水使用量
(m³) 16,087 ㎥/年 15,765 ㎥/年

▲ 322 ㎥

産業廃棄物排出量
(㎏)

462,814 Kg/年
453,558 kg/年

▲ 9,256 kg

一般廃棄物排出量
(㎏)

56,752 Kg/年
55,617 kg/年

▲ 1,135 kg

灯油使用量
(Kg-CO2）

83,700 Kg-CO2/年
79,515 kg-co2/年

▲ 4,185 kg-co2

軽油使用量
(Kg-CO2）

121,664 Kg-CO2/年
122,881 kg-co2/年

1,217 kg-co2

ガソリン使用量
（Kg-CO2）

955,893 Kg-CO2/年
965,452 kg-co2/年

9,559 kg-co2

環境目標項目
基準年数値

（2024年度の実績）
2025年度の目標値
下段は具体的削減数値

2025年度実績
評価

下段は目標値との差

LPG使用量
（Kg-CO2）

32,648 Kg-CO2/年
31,995 kg-co2/年

▲ 653 kg-co2

購入電力
（Kg-CO2)

715,105 Kg-CO2/年
707,954 kg-co2/年

▲ 7,151 kg-co2

二酸化炭素排出量
(㎏-CO2)

1,909,010 Kg-CO2/年
1,909,010 kg-co2/年

0 kg-co2

環境目標項目
基準年数値
(2024年度）

中長期目標（３年） 2025年度数値目標

2025年度目標
（2025.4～2026.3）

2026年度目標
（2026.4～2027.3）

2027年度目標
（2027.4～2028.3）

取組期間（2025.4～2026.3）

1,909,010 kg-CO2/年

廃棄物排出量 519,566 Kg/年
2025年度(4月～3月)比

2％削減

2026年度(4月～3月)比

4％削減

2027年度(4月～3月)比

6％削減
509,175

二酸化炭素排出量 1,909,010 Kg-CO2/年
2025年度(4月～3月)比

0％削減

2026年度(4月～3月)比

10％削減

2027年度(4月～3月)比

10％削減

㎏/年

㎥/年 2025年度(4月～3月)比

2％削減

2026年度(4月～3月)比

4％削減

2027年度(4月～3月)比

6％削減
15,765 ㎥/年水使用量 16,087

3,405,369円

810,717円

3,127台

1,638台

地域環境保全活動

・TOYOPETグリーン基金
・グリーンキャンペーン
・山形トヨペットの森
・各店地域貢献活動

≪TOYOPETグリーン基金≫
県を通じ、NPO法人山形県自動車公益センターに

100万円を寄付

≪グリーンキャンペーン≫
コナラ苗木150本／緑化活動用ヘルメット100個

≪山形トヨペットの森≫

山形市みはらしの丘地内0.25haを下草刈り
(※業者に依頼して実施)
≪各店地域貢献活動≫

アルミ缶収集活動の売却益で車いすを寄贈

〇

　　　　　　内グリーン購入金額：

HEV/P-HEV車の販売比率 58%

52.4%

〇新車販売台数（除軽）：

内HEV/P-HEV車台数：

環境目標項目 2025年目標値 2025年度実績（2025.4～2026.3） 評価

グリーン購入の推進

事務用品購入金額の
33％

(本年度より事務用品及び店舗消耗品を含む)

23.8%
△

店舗消耗品・事務用品購入金額：

環境経営目標 - 2025年度の目標と実績・評価 -

環境経営目標は、2024年度を基準として目標を設定し活動しています。
目標および実績と評価は下記の通りとなりました。

■環境目標の設定

■具体的な環境数値目標と実績・評価

■環境活動目標

評価の目安 目標値に対して ○：100％未満 △：100～125％ ×：125％以上
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「電力の排出係数（調整後） : 0.421 kg-CO2/kWh」



環境活動計画

具体的活動内容取組項目項目

・不用な照明の消灯
・不用な蛍光灯を外す
・室温管理(暖房期22℃・冷房期26℃)
・定期的にエアコンのフィルターを清掃する
・通年ノーネクタイの実施
・PCディスプレイを省エネモードに設定する
・『ノー残業デー』の実施

消費電力の削減

二酸化炭素の削減
・エコドライブの実践
・経済速度の遵守
・タイヤの空気圧を定期的に調整する

ガソリン・軽油使用量の削減

・洗車機の温度調整
・ジェットヒーターの管理(冬期)

その他化石燃料の削減
(灯油・LPG)

・分別ルールの確立と周知徹底
・コピー用紙削減(両面コピー・裏紙の活用)
・コピーカウンターの記録と管理
・使用済み封筒の再利用
・社内ポータル活用によるペーパーレス化の推進

一般廃棄物の削減
(リサイクルの推進)

廃棄物排出量の削減と
適正管理

・保管場所の管理(表示・4Sの徹底)
・マニフェスト・契約書類の管理
・委託産廃業者の適正処分に関する現地確認
・油水分離槽の適正管理
・産業廃棄物の分別を徹底しリサイクル率を上げる

産業廃棄物の適正管理

・HEV/P-HEV車販売台数および販売比率の向上エコカーの販売販売関連

・手洗い時の節水(ポップの掲示)
・洗車時の水の垂れ流し防止
・水道配管からの漏水チェックを定期的に実施する

水道使用量の削減
総排水量の削減

・融雪用の放水の水量調整地下水の適正利用

・事務消耗品のエコ商品購入率の把握
・設備・機械等購入時のルール確立グリーン購入の推進グリーン購入

・TOYOPETグリーン基金での寄付活動環境保護団体への協力
山形EA21関連

・周辺道路の清掃活動、草刈りなどの実施会社周辺の清掃活動

環境目標を達成するため、下記の具体的活動内容を設定し社員一人ひとりが意識的に活動できるよう取り組んできま
した。拠店毎に『取り組みチェックリスト』を利用した拠店長による自己チェック・EA21環境事務局による『クロス
チェック』を実施する事により取り組みに対する現状を再認識し、活動への意識を高めることが最大の目的です。
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2025年度評価内容と次年度の取り組み
2025年度の実績は1,616,499kg-CO2で目標値1,909,010Kg-CO2よりも大幅に減少
しています。（84.7%）
【要因】
・購入電力：サービスエンジニアの体調管理を目的に、サービス工場にエアコンを
導入しました。今後も増設す予定で消費電力は上昇する見通しです。

・ガソリン・軽油：店舗に配送される前に納車用燃料の給油を行うようになりました
ので現場での燃料給油はなくなりました。

設備投資の結果、下記グラフの通り、化石燃料よりも購入電力の方が二酸化炭素排出量
に占める割合が多くなりました。
今後も、節電に取り組んでまいります。

二酸化炭素排出量
(温室効果ガス排出量)

産廃・一般廃棄物・再生利用(古紙、金属、廃油、廃バッテリー)を合わせた総排出量は
496,541kg（前年比95.6％）となり、目標値（509,175kg）より排出量を抑える事が
できました。
その内再生利用排出量は261,485kgでリサイクル率は52.6％（昨年は49.1％）です。
分別の取り組みを引き続き行ってまいります。

廃棄物排出量
(総排出量・循環資源量)

使用量は16,570m³で前年比105.1％と増加しております。
レクサス山形の増設に伴い増加しております。総排水量

(水使用量)

購買行動の効率化の為、ネットでの購入分野を文房具だけでなく、その他の品目も購入
可能にした為、グリーン購入比率は大幅に下がりました。
今後も状況を確認しながら目標の再設定を行う予定です。

グリーン購入
(文房具等)

年度販売台数においてトヨタ新車（除軽）は3,127台（前年3,119台）でした。その内
新車のHEV/P-HEV車販売は1,638台(前年1,749台)で販売比率は52.4%となりました。
プリウス、アクアの販売が若干落ち着きましたが依然として高い割合を保っています。
また、プリウス販売県内№１の記録は17年連続で達成しております。

HEV/P-HEV車販売
(新車)

◎ 温室効果ガス排出量および割合の推移◎

2025年度は設備投資により前年よりも全体的にエネルギーの使用量を抑える結果となりました。（前年比84.7％）
設備投資によって大幅に目標の見直しは必要ですが、社員一人一人の環境取り組みについてはブレずに行って
いく予定です。
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二酸化炭素排出合計
1,616,499Kg-CO2二酸化炭素排出合計

1,909,010Kg-CO2



◎再生利用廃物排出量推移

廃棄物排出量の中でも『再生利用』の推移をピックアップしました。
2025年度の実績で再生可能な一般廃棄物は前年に比べて5,010kg多く、
再生利用産業廃棄物の方は前年に比べて1,435kg多くなりました。
近年減少傾向が続いておりましたが、両方とも久しぶりに前年越えが
できました。

◎グリーン購入-月別の実績-
グリーン購入（エコ商品）に関して月別に表わして
みると平均では67,560円と前年の41,838円よりも
多く推移しております。
本部での管理を強化して「エコ対象の事務用品」へ
の意識強化を取り組んでいきます。

■ 2025年度各項目別排出量
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◎新車販売台数の推移-HEV/P-HEV車販売実績比較-

◎ 2025年度 新車販売台数およびHEV/P-HEV車比率（トヨタ事業）

2025年度のHEV/P-HEV車販売台数は1,638台となり、
前年比111台減となりました。
要因としてはアクア・プリウスの販売が落ち着いた事な
どがあげられます。
しかしながらHEV/P-HEV車販売比率は52.4％と依然と
して高い比率を保っていますので今後も燃費の良さ・環
境に優しい事などをお客様へ引き続き訴求し、更に
HEV/P-HEV車比率の向上に努めます。

単位：Kg

単位：円

単位：台

品　　目 再生利用排出量 品　　目 再生利用排出量

古紙・段ボール等 37,240kg 鉄 30,335kg

雑品・非鉄 100kg 廃油 182,060kg

廃バッテリー 11,750kg

一般廃棄物合計 37,240kg 産業廃棄物合計 224,245kg

単位：kg

車名 台数 車名 台数 車名 台数 車名 台数 車名 台数

プリウス 104 クラウンクロス 22 アルファード 86 ハリアー 34 プロボックスVN 85

プリウスPHEV 28 クラウンスポーツ 29 アルファードHEV 138 ハリアーHEV 117 プロボックスHEV 24

アクア 153 クラウンエステート 42 ヴェルファイア 8 RAV4 36 ハイエースVN 357

ヤリス 43 クラウンセダン 2 ヴェルファイアHEV 29 RAV4HEV 48 トヨエース 153

ヤリスHEV 52 カローラHEV 9 ノア 34 ライズ 110 タウンエース 23

ヤリスクロス 34 カローラツーリングHEV 30 ノアHEV 95 ライズHEV 92 その他 114

ヤリスクロスHEV 176 カローラスポーツHEV 8 ヴォクシー 23 ランクル300 33 その他HV 48

シエンタ 19 カローラクロスHEV 88 ヴォクシーHEV 86 ランクル250 55

シエンタHEV 171 カローラアクシオHEV 47 ルーミー 223 ランクル70 19

合計
（内ガソリン車）
（内HV車）
HV販売比率

3,127台
1,489台
1,638台
52.4％



環境関連法規等の遵守状況

評価定期用される要求事項法令の名称

○事業活動を行うに当り、環境への負荷の低減、その他の環境の保全に自ら努めるとと
もに、国または地方公共団体が実施する環境の保全に関する施策への協力環境基本法全般

○
第1種特定製品業務用エアコンの簡易点検の実施
第1種特定製品業務用エアコンの定期点検の実施（7.5Kw以上)
カーエアコンの整備に際し適正な回収・運搬・破壊を行う

フロン排出抑制法大気

○
自動式車両洗浄施設
特定施設の設置届(門型自動洗車機)

貯油施設・油水分離槽
事故時の措置(事故の届出と必要な措置)

水質汚濁防止法

水質

○
自動式車両洗浄施設
特定施設の設置届(門型自動洗車機)

貯油施設・油水分離槽
事故時の措置(事故の届出と必要な措置)

下水道法

○
浄化槽の使用開始届・浄化槽管理者等の変更届
浄化槽の保守点検及び清掃の実施
浄化槽の定期検査(法定検査)の実施

浄化槽法

○
特定施設の水質検査の実態
pH：5.8～8.6 BOD：25mg/ℓ(日平均 20mg/ℓ)
SS：60mg/ℓ(日平均 50mg/ℓ)
ノルマルヘキサン抽出物(鉱物油) 5mg/ℓ

山形県生活環境の
保全等に関する条例

○
コンプレッサー
特定施設の設置届
※山形県生活環境保全に関する条例

騒音規制法
騒音・振動

振動規制法

○

廃棄物の適正処理
一般廃棄物の適正処理
産業廃棄物の適正処理
産業廃棄物の保管基準の遵守・処理基準の遵守
(表示：60cm角以上、衛生管理等)
産業廃棄物の委託基準の遵守
(許可業者と委託契約書の締結、保管等)

産業廃棄物委託先の処理状況の確認と必要な措置
産業廃棄物のマニフェスト交付規定の遵守・保管等の規定の遵守
産業廃棄物のマニフェスト交付状況の報告

廃棄物処理法廃棄物

○
自動車所有者の使用済み自動車の引き渡し義務
使用済自動車の引取業者の引取義務
使用済自動車の引取業者の引き渡し義務

自動車リサイクル法再資源化

○

指定数量未満の危険物及び指定可燃物の貯蔵・取扱事業者
・指定数量未満の場合
各市町の火災予防条例が定める技術上の基準を遵守
・少量危険物の場合
各市町の火災予防条例が定める技術上の基準を遵守し、
定められた届出が必要

規定に基づく施行令で規定
屋内消火栓の設置(工場700m²以上)
火災報知器の設置(工場500m²以上、店舗300m²以上)

消防法

その他

○危害防止基準の確立、責任体制の明確化及び自主的活動の促進の措置
(リスクアシスメント)労働安全衛生法

○CSRガイドラインに則り環境に関する問題点の洗い出しを行い、
監査マニュアルに沿って監査を行う

トヨタ販売店CSR
ガイドライン

○廃棄物の適正な処理(適正な産業廃棄物業者との契約)
廃棄物の適正な処理
の推進に関する条例
(県・市)

都道府県等の条例

○・該当する危険物を指定数量の5分の1以上、指定数量未満の数量を貯蔵
・取扱う場所等の届出及び掲示地方火災予防条例

※違反・訴訟等
特になし

当社の事業活動に関連する環境関連法規・条例及びその他の規制を受ける事項を下記に示しています。各事項の法遵守状況を整
理した結果、環境関連法規に関する違反等はありませんでした。また、関連機関や地域からの指摘・苦情もありませんでした。
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環境コミュニケーション-2025年度の取り組み-
環境コミュニケーションとして「TOYOPETグリーン基金」や「ふれあいグリーンキャンペーン」など
様々な活動を行ってきました。昨年に引き続き「アルミ缶収集による車イス寄贈」「献血活動」も継続
して取り組み『地域のお役に立つ会社』を目指し活動していきます。

■TOYOPETグリーン基金

「ＴＯＹＯＰＥＴグリーン基金」とは、弊社の環境保全への想いとコーポレートアイデンティティカラーのグリーンを重ね合わせ、EV系
車種の一部を社会貢献基金として寄付する活動です。
これまで17年間、「クルマがつなぐ優しいキモチ」をスローガンに環境・福祉など、山形のためにお役に立ちたいという思いから、県
内自動車業界に先駆け2007年より続けてきた山形トヨペット『ハイブリッド基金』は、2024年から『ＴＯＹＯＰＥＴグリーン基金』に名
称を変えました。
地域社会へ貢献し「ホスピタリティ」の輪をこれまで以上に大きく広げて参ります。

■第50回ふれあいグリーンキャンペーン
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※当社ホームページより抜粋

※当社ホームページより抜粋

コナラ苗木 150本
緑化活動用ヘルメット100個

山形社会貢献基金への寄付 ジュニアゴルフ大会U１０フットサル大会の支援



3/1やまぎんホール
3/22荘銀タクト
で行われました！

山形交響楽団
グリーンコンサート

司会
西濱秀樹専務 様

指揮
坂入健司郎 様



代表者による全体評価と見直し
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1.環境経営システムが有効に機能しているか

エコアクション２１認証（2016年4月27日）から１０年の節目を迎えました。
現在でもコンプライアンス確認ミーティング、エコアクション２１店舗クロスチェックを通じて定期的
なチェックを継続できています。

2.環境への取組みは適切に実施されているか

各項目において関連法規に関する違反はなく適切に実施されています。

3.各項目の見直し
変更の主旨項目

変更の必要なし。継続1)環境経営方針

設備投資による目標値の変更。変更2)環境経営目標

変更の必要なし。継続3)環境活動計画

変更の必要なし。継続4)環境経営システム

4.環境管理責任者・環境事務局への指示

設備投資により、特に燃料代と電気代が大幅に変動しています。
設備投資の有無に限らず、事務局は数値の変動を監視し、常に原因を把握するよう努めてください。
カーボンニュートラルの実現に向け、より一層、社員の意識向上に努めてください。

2025年度の取り組み実績を検証し、代表者による全体の評価と見直しを行いました。



環境目標項目
基準年数値
(2024年度）

中長期目標（３年） 2026年度数値目標

2025年度目標
（2025.4～2026.3）

2026年度目標
（2026.4～2027.3）

2027年度目標
（2027.4～2028.3）

取組期間
（2026.4～2027.3月）

1,718,109 kg-co2/年

廃棄物排出量 519,566 Kg/年
2025年度(4月～3月)比

2％削減

2026年度(4月～3月)比

4％削減

2027年度(4月～3月)比

6％削減
498,783

二酸化炭素排出量 1,909,010 Kg-CO2/年
2025年度(4月～3月)比

0％削減

2026年度(4月～3月)比

10％削減

2027年度(4月～3月)比

10％削減

kg/年

水使用量 16,087 ㎥/年 2025年度(4月～3月)比
2％削減

2026年度(4月～3月)比
0％削減

2027年度(4月～3月)比
0％削減

16,087 ㎥/年

地域環境保全活動

・トヨペットグリーン基金
・グリーンキャンペーン
・山形トヨペットの森
・アルミ缶回収(車いす贈呈)
・各店地域貢献活動

・トヨペットグリーン基金
・グリーンキャンペーン
・山形トヨペットの森
・アルミ缶回収(車いす贈呈)
・各店地域貢献活動

≪トヨペットグリーン基金≫
県を通じ、NPO法人山形県自動車公益センターに100
万円を寄付
≪グリーンキャンペーン≫
コナラ苗木150本／緑化活動用ヘルメット100個
≪山形トヨペットの森≫

山形市みはらしの丘地内0.25haを下草刈り
(業者に依頼して実施予定)
≪各店地域貢献活動≫
車いす寄贈

グリーン購入の推進
事務用品購入金額の

27％
店舗消耗品・事務用品購入金額の

25%
EA21事務局による

グリーン購入対象商品の推奨

HEV/P-HEV車の販売比率 60% 59% プリウス県内販売18年連続No.1の獲得

環境目標項目 中長期目標（3年） 2026年度目標値 重点活動内容

環境目標項目
2024年度（基準年）
の排出量の実績

2026年度の目標値
下段は具体的削減数値

2026年度 重点活動内容

購入電力
（Kg-CO2)

715,105 Kg-CO2/年
929,637 kg-co2/年 ・店舗照明のLED化の促進

・夏季・冬季のエアコン温度設定管理
・毎週木曜日「ノー残業デー」の徹底214,532 kg-co2

二酸化炭素排出量
(㎏-CO2)

1,909,010 Kg-CO2/年
1,718,109 kg-co2/年

▲ 190,901 kg-co2

ガソリン使用量
（Kg-CO2）

955,893 Kg-CO2/年
573,536 kg-co2/年 ・エコドライブの実践

・納車時のガソリン給油量▲ 382,357 kg-co2

LPG使用量
（Kg-CO2）

32,648 Kg-CO2/年
31,342 kg-co2/年

・GHPの適正な運用(特に東BP)
▲ 1,306 kg-co2

灯油使用量
(Kg-CO2）

83,700 Kg-CO2/年
75,330 kg-co2/年

・冬期間使用時の温度管理の徹底
▲ 8,370 kg-co2

軽油使用量
(Kg-CO2）

121,664 Kg-CO2/年
97,331 kg-co2/年

・納車時の軽油給油量
▲ 24,333 kg-co2

産業廃棄物排出量
(㎏)

462,814 Kg/年
444,301 kg/年 ・産廃保管場所の確保と整備

・油水分離槽の適正管理
・分別の徹底によるリサイクル率の向上▲ 18,513 kg

一般廃棄物排出量
(㎏)

56,752 Kg/年
54,482 kg/年 ・ペーパーレス化の推進

・資料の作成部数を最低限にする▲ 2,270 kg

水使用量
(m³) 16,087 ㎥/年 16,087 ㎥/年 ・ポップ掲示による節水の意識付け

・水道メーター検針による使用量の把握
0 ㎥

中期計画に基づいた
2026年度の環境経営目標と環境経営計画

環境目標として、2026年度の環境負荷を2024年度を基準に下記の目標とする。
※設備投資の影響で2026年度から目標を変更しています。

■環境経営目標

■具体的な環境負荷削減数値目標と重点活動内容

■環境活動目標と重点活動内容

「電力の排出係数（調整後） : 0.385 kg-CO2/kWh」
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2026年度実績より「電力の排出係数（調整後） : 0.421 kg-CO2/kWh」で算出



本レポートについての問い合わせ先

山形トヨペット株式会社
エコアクション２１ 環境事務局
〒990-9588
山形県山形市飯田西五丁目5番2号
TEL：023-634-7501 FAX：023-641-8694
URL http://yamagata-toyopet.jp/


